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地理的分野の研究

主題設定の理由
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1研 究の全体構想図

今年度 の教育研 究員共通 主題 生徒 の学習意欲 を高 め 「生 きる力」 を は ぐくむ指導 の工 夫

社 会 科 に お け る 「生 き る 力 」 の と ら え 方

個 と し て の 「生 き る 力 」

変化 の激 しい社会 に主体 的に対応 し、 自 ら

課題 を見つ け、 自 ら学 び、 自 ら考 え、 主体

的 に判断 し、行動 し、 よ りよ く問 題 を解決

す る力

社 会 の な か で 「生 き る 力 」

様 々な情報や意見 に基づ いて、 自己 の考 え

や主張 を適切 に表現 しなが ら、思考を深め、

他者 との協調の なかで、 よ りよ く問題 を解

決 す る力

社 会 科 の 学 習 を 通 して 育 て た い 能 力 ・態 度

① 一 人 一 人 の個 性 を尊 重 し、 個 々 の興 味 ・関 心 を 高 め、 自 らす す ん で 、 学 び つ

づ け る態 度 を育 て る。

② 自 己 の課 題 を発 見 し追 究 す る能 力 や 、 資 料 の収 集 や 活 用 能 力 を 育 て 、 主 体 的

に思 考 ・判 断 す る力 を 育 て る。

③ 様 々 な場 面 で応 用 で き る よ う な、 基 礎 的 ・基 本 的知 識 を 、 系 統 的 に理 解 す る

力 を育 て る。

④ 自 己 の考 え やk張 を持 ち、 積 極 的 に、 多 様 な方 法 で、 表 現 で き る力 を 育 て る。

⑤ 他 者 との 協調 の な か で 、相 互 に情 報 や 意 見 を交 換 し あ い 、 学 び 合 う こ と を 通

じて、 よ り多 角 的 に判 断 した り、 課 題 を 深 め よ う とす る力 を育 て る。

「 現 状 あ 問 題 点(例)
・追 究 し続 け よ うとす る ね ば ・生 徒 は受 け身 で 、 た だ静 か

り強 さの欠如生 に聞 いて人れば よい授

・書物や他人の意見 に左右 さ
徒

・知 識の量が重視 され る
業

1の.第 湯で醐 嚇 す
・生徒 の多様 な個性 や興味関

の
心 を生 か して いない

現 る こ とが 苫手 現 ・自 ら学 ぶ 方 法 を 学 べ な い

状 ・異 質 な もの を 排 除 しよ う と 状 ・生 徒 同志 の か か わ りや や り

しが ちな生徒集団 など と りが少 な い な ど
一 一 一 一 　 一 　 一 　 一『 『

社会科研究主題:主 体的な学習活動を通 して、問題解決能力や表現力を育て る指導方法の工夫
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皿 地理的分野の研究

主体的に学び合 う学習を通 して、問題解決能力を高める指導方法の工夫

1主 題設 定の理由

現 在、わが国 にお ける国際化 ・情報化 ・少子化 ・高齢化 な どの社会変化 、 さ らに地球規模

の環境 問題 の深刻化 などに主体的 に対応 で きる生徒 を育成 す るため には、学 校教育 において

自 ら学 ぶ意欲 を持 ち、 自 ら考 え、判断 し、表現 す ることので きる能 力や態度を身 に付 けさせ

ることが求 め られて いる。 しか し、従来 の社会科 の授業 において は、 しば しば教 師主 導型 、

知識優先型 にな りが ちで あ り、 その結果、生徒 が 「学 び方」 を学 んだ り、社会的事象 につい

て 自 ら課題意識 を もって考 えよ うとす る意欲 や態度 を身 に付 けさせ る学習が十分行 われてい

ない面 も見受 け られる。

地理分科会 では、 このよ うな社会科授業 の現状 を踏 まえ、 また、共通主題 の達成 を図 るた

めに、社会科教育 を通 して生徒一人一 人の 「生 きる力」を は ぐくむ ためには、生徒 の問題解

決能力 を高 め る授業 を行 うことが大切 であ ると考 えた。 その たあ には、生徒相互 の主体 的な

学 び合 いを重視す る授業 を工夫 す ることが有効 であ ると考え、

(1)生 徒 の興味関心 や課題追究 の姿勢 を引 き出すため の指導 はどのよ うにあ った らよいのか

(2)教 師 は生徒 に対 して、 どのよ うな指導 ・援助 を行 う必要が あるのか

(3)生 徒 の主体 的な参加 を促 す授業 を行 うため に、生徒 の発表 を取 り入 れ る上 でその形 態や

方法 をどのよ うに した らよいか

などにっいて検討 した。

そ して、 また、 われわれ は、上記 の ような生徒の主体的な参加 によ る授業を行 うことによっ

て、生徒 は問題解決能力 や他者 との問題意識 の差異 を認識す る能力及 び新 たな問題 に対応す

る能力 な どの 「生 きる力」が育て ることがで きると考 えた。,

2研 究 のね らい と方法

(1)研 究 のね らい

ア 生徒 が 自 らの興 味 ・関心を もとに、課題意識 を も持 ち、追究 す る指導方 法の工夫

生徒一人一人 の興 味 ・関心 を生か し、課題追究 の過程 を重視 す ることによ り、生徒が

主体 的に参加 す る授 業をっ くる。

イ 生徒相互 が はた らきか け合 い、学 び合 うための指導方法 の工 夫

生徒 相互の学 び合 いを重視す る班学習 や発表学習 において活発 な意 見交換を行 うこと

によ り、多面 な視点 か ら問題を と らえ、 その解決 を図ろ うとす る態度 を育て る。

(2)研 究 の方法(詳 細 は次 ペー ジの地理的分野研究構想 図参照)

ア 研究 仮説の設定

イ 基礎 研究(先 行研究等)

ウ 授業 研究(2回)

一2一



3地 理的分野研究構想図

研 究 の 動 機 ① 講義 形 式 の 授 業 で は、 生 徒 の 自 ら学 ぶ 力 を 身 に付 け させ る に は不 十

分 で あ る。 生 徒 一 人 一 人 が 自 ら学 び、 「生 き る 力 」 を 身 に 付 け さ せ る

授 業 へ と改 善 して い きた い。

② 他 者 との 学 び あ い を通 して新 た な課 題 が 発 見 で き る と い う こ と、 ま

た そ の た め に他 者 と の協 力 が必 要 で あ る と い う こ と を 理 解 さ せ た い。

③ 教 師 が指 導 法 を 】1夫・改 善 す る こ とに よ り、 生 徒 が 将 来 生 きて い く

うえ で、 さ ま ざ ま な問 題 を解 決 す る能 力 を 身 に付 け させ た い。

研 究 主 題
一セ体 的 に学 びあ う学習 を通 して

、 問題解決能 力を高 める指導方法 の工夫一

1[

研究 のね らい ①生徒 が 自 らの興味 ・関心 を もとに課題 を もち追究す る指導方法 の 」二夫

②生徒相 厘が はた らきか け合 い、学 び合 う指導方法 の工夫

方 法 と 内 容 一
基 究

・先行研究 の分析

・主体的 な学 習活動 を成 立 させ る学習指導法 の事例 の考察

・教師 による学 習支援 の在 り方 に関す る考察

教 師が生徒 の興 味 ・関心 や課題追究 の過程を重視 し、生徒相互 の学 びあいを促 し、 生

徒がk体 的 に参加す る授業を行 うことにより、問題解決能力が高 まる。

検証授業 のね らい

・個 別 学 習 を通 じて課 題 に 対 す る関 心 の もた せ方 を工 夫 す る。

・グ ル ー プ学 習 と個 別 学 習 を く りか え し、 学 び あ い に よ る個 々の 問 題 意 識 の 変 容 と課

題 追 究 の姿 勢 の在 り方 を さ ぐる。

・教 師 の グル ー プ及 び個 人 に対 す る指 導 ・助 言 の在 り方 を 探 る。

・生徒相 互の学 び合 いによ り自己と他 者 との問題意 識の差異 を認識 す る力 を身 に付 けさせ る。

・ロー ル プ レイ や デ ィベ ー トを 行 う こと に よ り、 多 面 的 な 視 点 か ら問 題 を と らえ 表 現

す る力 を身 に付 け させ る。

・授 業 を通 して、 学 ん だ 問 題 解 決 的 学 習 の 手法 や そ の過 程 で 生 じる新 しい 問 題 の 解 決

に向 けて 応 用 で き る力 を 身 に付 け させ る。
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4実 践事例A

(1)単 元

「中国 ・四国地方」

TV番 組 プロデュース形式 「班対抗1お 国 自慢合戦rr」 一

② ね ら い

ア 中国 ・四国地方 の各県 に関す る 「自然」 「歴史」「産 業」 「文化」 な どの調 査活 動 ・発

表 を通 じて、 それぞれの県 の人 々の生活 の地域 的特色 を理解 させ る。

イ 個別学習 ・グループ学習 を通 じて、調 査 ・発 表(表 現)の 能 力を向上 させ る ことによ

り、地理的事象 を多角 的に考察 し、公正 に判 断す る能 力 と態度を育成す る。

(3)指 導計画(7時 間扱 い)

時 学 習 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の留 意 点 と評 価

「な る ほ ど ・ ダ萢磐撚 ・出題 者(授 業 者)は 、

事 THE・ 中 国 ○ 問 題 を 聞 く。 生徒 の実態 に応 じて、 適

四国地方」 0班 で相談 し、地図帳 を活用 しなが ら 宜 ヒ ン トを与 え、 解 答 を

苗 ・中国 ・四 国地 解 答 を 導 く。 導 かせ る。
削

方の予備知識 ○解答を解答用紙 に記入 し、解答用紙 ・生徒相互 の働 きか け合

を得 る。 を各 班 一 斉 に上 げ る。 い を促 す。

学 ・中 国 ・四 国 地 ○正解及 び解説 を聞 き、確認 す る。 岳平価]

方 の学 習 に対 (以 下 同 じパ ター ンで 行 う) ・関心 ・意 欲

習 す る興 味 ・関 ・技 能 ・表 現

心 を 高 め る。 ・思 考 ・判 断

}響 ・調査 す る県 は重複 しな

TV番 組 プ ロデ ュー ス形 式 「班 対 抗 お い よ う に配 慮 す る。

1 国 自慢合戦!(中 国 ・四 国地方 編)」 ・個 人調 査 開 始 に あ た っ

の学習方法 を知 る。 て、適宜調査 の方法 を個

別 指 導 す る。 そ の際 、 生

グ ル ー プが 調 査 グル轡プ 徒各 自の興味 や関心 を尊

す る県 の決定 1調 査 す る県 を決定 す る。 重 す る た め に、 「教 え 過

2班 内の調査 分担 を決 定す る。 ぎ」 を避 け る。(授 業 者

個人調査 の内容 ① 自 然 と各 生 徒 の発 信 の キ ャ ッ

の決定 ② 歴 史 チ ボ ー ル)

③ 農 業 [評価]

時 ④ 工 業 ・関 心 ・意欲

⑤ 名 所 ・技 能 ・表 現

⑥ 特産物
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2 個人調査 姻 入 [評 価]

3個 人調 査を開始 す る。 ・関心 ・意 欲

時 4個 人調 査 の 完 了 、 ま とめ る。 ・技 能 ・表 現

個人調査の発表 鵜

3 調査 した県 のま 個人調査発表 の方 法(グ ループ)を 知 る。

と め

ダ勘 懸ツ [評価]

1個 人調査 を発表 す る。 ・関心 ・意 欲

2調 査 した 県 にっ いて ま と め る。 ・技 能 ・表 現

時 ・思 考 ・判 断

・知識 ・理 解

発表形式の検討 夢ル鱗プ ・グル ー プ内 の 生 徒 同士

4
・決 定 1発 表形式 を決 定す る。 の学 び合 いが深 まるよ う

時 台本(脚 本) ① ニ ュ ー ス報 道 ス タイ ル 支 援 す る。(班 内 に お け

●

の検討 ・完成 ② ワ イ ド シ ョ ー ス タ イ ル る各生徒 の発信の キ ャッ

5
役割分担の決

定

③ ク イ ズ番 組 ス タイ ル

④ ドラ マ ス タイ ル

チ ボ ー ル)

時
小道具の製作 ⑤ 討論番組 ス タイル [評価]

●

発表練習 2台 本(脚 本)を 作成す る。 ・関心 ・意 欲

6
3役 割分担(配 役 な ど)を 決定 す る。 ・思 考 ・判 断

時 4小 道具 を製作、 完成す る。

5発 表 練 習 を す る。

グ ル ー プ研 究 の 騨 ・グル ー プ内 、 全 体 で 生

7
発表 1グ ル ー プ発 表 の 方 法 を 知 る。

2各 班 が研 究 発 表 を す る。

徒 同士 の学 び 合 いが 深 ま

るよ う支 援 す る。(グ ル ー

3研 究発表 に対 す る質疑応答 を行 う。 プか ら全体への発信のキャッ

チ ボ ー ル)

綴:.i [評価]

発 表 記 録 ノ ー トの完 成 、 提 出 ・関心 ・意 欲

時
・技 能 ・表 現

・思 考 ・判 断

・知 識 ・理 解
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(4)検 証授 業 の 記 録(指 導 計 画 の第4時)

前 時 の 授 業 まで に各 生 徒 が調 査 して きた レポ ー ト(資 料 ① 参 照)の 内 容 は 、 学 習 の ね

らい に沿 って い る ものが 多 か った。 ま た、 グル ー プ学 習 にお いて は、 全 般 的 に女 子 が リー

ドす る傾 向 が 見 られ た。 以 下 に2っ の グル ー プの学 習 の 様 子 を 示 す 。

〔Aグ ル ー プ〕 班 長 の リー ドが良 く、 話 し合 い

は女 子が 男 子 を 引 っ張 る形 で うま く進 ん だ。 しか

し、 本 題 よ り表 面 的 な発 表 ス タ イル や 配 役 に関 心

が集 中 して し ま う こ とが あ り、そ の よ うな時 に は、

教 師 が話 し合 い の 方 向性 の 確 認 や 問 題 点 の掘 りF

げ の ア ドバ イ ス等 を行 い 、 軌 道 修 正 を 図 っ た。

〔Bグ ル ー プ〕 リー ダー シ ップ を と る生 徒 が な

く、 話 し合 いが ス ム ー ズ に進 ま なか った。 と もす

騨
饗鍵

矯齢

継

:

蓼
釜s

熱

懸 一

激
遡 漢 騨

る と、教 師 の 助 言 に安 易 に と びっ い て しま い が ち で あ った の で、 状 況 に応 じて 、 一 人 一 人

の 考 え が 出 しや す くな る よ う、 教 師 が話 し合 い を リー ドす る場 面 もあ っ た。 全 般 的 に は、

どの グ ル ー プ も興 味 ・関 心 を持 って学 習 に取 り組 む こ とが で き た。 しか し、 課 題 追 究 を生

徒 に強 く意 識 させ る た め の教 師 の指 導 助 言 に工 夫 の 余 地 が み られ た。

(5)自 己評 価 カ ー ドの分 析(資 料 ② 参 照)

毎 時 間 の 自 己評 価 カ ー ドに基 づ い て、 生 徒 の 変 容(事 前 学 習 か ら本時 まで)を 分 析 した。

「関 心 ・意 欲 ・態度 」 につ い て は、 「C」 評 価 の 生

欝

疹

騒
,

欝
譜

鯉

海

謁
ノ
㍗

、

、

∴

騨

徒 は ほ とん ど な く、 大 半 の 生 徒 は 、 関 心 ・意 欲 を

持 ち、 学 習 に取 り組 む こ とが で きた。「思 考 ・判 断」

につ いて は、 時 間 を追 う ご と に 評 価 は 高 ま って お

り、 着 実 に力 は つ い て きて い る よ う に 思 わ れ る。

ま た、 「技 能 ・表 現 」 につ いて も同様 で あ る。 こ れ

は、 個 人 学 習 ・グル ー プ学 習 を 繰 り返 す こ と に よ

り、 他 の生 徒 か ら考 え 方 を学 ん だ り、 み ん な で 話

し合 い、 よ り よ い方 法 を考 え る こ とが で きた た め で あ る と思 わ れ る。 一 方 、 「知識 ・理 解」

に っ いて は、 他 の観 点 と比 べ 、 「A」 評 価 の 生 徒 が 少 なか った。

(6)台 本 づ く りの 過 程(資 料 ③ 参 照)

ア 前 時 まで

個 人 調 査 ・グ ル ー プ 内発 表 を通 じ、 調 査 した 県 の 現 状 と問 題 点 を把 握 す る。

イ 本 時

① 発 表 形 式 を5つ の番 組 ス タ イル か ら選 択 し、 決 定 す る。

② あ らす じ(問 題 提 起 を ど うす るか 、 現 状 を ど う伝 え る か等)を 話 し合 う。

③ 登 場 人 物 を決 定 す る。(班 員 全 員 に配 役 す る)

④ 台 本 を決 定 す る。

⑤ 番 組 名 を決 定 す る。
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資料① 愛媛県 の農業 を調査 した生徒の個 資料③ 徳 島県を調査 した班の発表用 台本

人 調 査 レポ ー ト
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資料② 自己評価 カー ドとその集計結 果

1集 計 結 果1(単 位は%:サ ンプル数は6ク ラス199名)

関 心 ・意 欲 ・態 度 にっいて
ABC1

事前学習_3。.。 。◎。...?62詫禦§…ii…ii§137
、
、

自己評 価 カー ド 2年 組 番 氏 名

第1時 匡i__.・,46… ≡1灘 …1} 54

第2時

第3時

1
'

第9時

思 考 ・判 断 にりいて
A

事前学習
'

B C

'

15

1

3

第1時 §ill謙§§…45ia3:?;3≡li
6

90

第2時.,..ee°s3i411111111i n7 12

sz
9◎ 35

3
第3時

第4時

技 能 ・表 現 にりいて
A

事前学習

第1時

第2時

B C

46時3

ズ胤解哩哩識矢
BA

第

c

n

6

第2膨.量 、§§…………:37i…:1… …: nt zz

第3時 鰯li32illl sn
4

単 元

中国・四国地方
一 ↑V番 組ブ0デ ュース形式

班対抗 お国自慢合磯H一

学 習 目 標

中国・四国地方の各県の自熱・童霧などの調
査を通じ、それぞれの県の持つ問題点を見つけ
だす。そして、その県の将来の展望を考える。

時 評 価 のm点 評価規準
な

る
ほ

ど

興味をもって一生騒命学習や作業に聖り組めた。{聞 ・意 ・憩} ABC

地図鰻を効果的に活用できた。 く技 ・衰} A日C
みんtyと話し合うことにより、考え方を学んだり、よりよい方法を鷺えることが

できた。 《思 ・劉}
ABC

1
時

興味をもって一生懇命学習や作業に取り組めた。 く関 ・意 ・態》 ABC

資料を収集し、選択し、効果的に活用することができた。{妓 ・衰} ABC

2

時

興味をも,て 一生騒命宇習や作業に取り組めた。{閲 ・意 ・騒》 ABC

資料を収集し、逸択し、効栗的に活用することができた。{技 ・衰} ABC

調査した県の地域的特色や問題点を考えることができたb《 思 ・判} ABC

調査 した県の知識を身につけ、理解し、自分のものとするーとができた。{知} AHC

3

時

興味をもって一生懇命掌習や作業に取り岨めた。 《関 ・意 ・愚} AHC

調査 した県の地域的特色や問題点を考えることができた。{思 ・判} ABC
自分で調査した結果をまとめ、発表することができた。{技 ・衰} ABC
調査 した唱の知識を身につけ、理鯛し、自分のものとすることができた。 く知} ABC

みんなと躇し合うことにk7.考 え方を学んだり、よりよい方法を考えることが
できた。 《思 ・判}

ABC

4

時

興味をもって一生懸命掌習や作藁に取り岨めた。 《関 ・意 ・態} ABC

調査 した県の地填的特色や問題点を考えることができた。(思 ・判} ABC
みんなと話し合うことにより、考え方を学んだり、よりよい方法を考えることが
できた。(思 ・碧} ABC

5

時

興味をもって一生懸命学習や作業に取り組めた。{関 ・意 ・a> ABC
みんなと話し合うことにより、考え方を学んだ7.よ りよい方法を考えることか
できた。(思 ・判》 ABC

6

時

興味をもって一生懸命学習や作業に取り組めた。{関 ・意 ・態} AAC
みんなと話し合うことにより、考え方を学んだり、よりよい方法を考えることか

できた。(思 ・判》
ABC

7

時

興味をもって一一生慧命宇習や作業に取 り組めた。(関 ・意 ・態) ABC
調査した県の地壊的特色や問題点歩考えることができた。 偲 ・劉》 ABC

調査した県の知塩を身につけ、理解し、自分のものとすることができた.《 知) ABC

自分でm査 した結墨をまとめ、発衰することかできた。 《披 ・衰} ABC

反省 ・感想(ど んなことを学び、次の学習にどのように生かしていくか)
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5実 践事例B

(1)単 元 名 「有 明海沿 岸の土地利 用」

(2)単 元 の目標

ア 低湿地 の生活 の工 夫や、 自然 の改変 を理解 させ る。

イ 諌早 湾干拓の問題点 につ いて個別学習 ・グループ学習 を通 して多 角的 に考 察 させ る。

ウ 調 べた結果 を様 々な表現方法 を用 いて発表 させ る。

(3)指 導計画(8時 間扱 い)

時 学 習 内 容 学 習 活 動 指導上 の留意 点 と評 価

新聞記事 を調 べ 鮨人の掌習活勤

1 よ う ○単元の学 習計画 を知 る。 ○各時 の学 習計 画を示 し

見 通 しを もた せ る。

○ 「諌早湾 の干拓」 に関 す る新 聞記事 を ○地域 の図書館で の資料

収 集 す る。 収集法 を指導す る。

0記 事 の内容 、賛成 ・反 対派の意見を書 ○ 見 出 しに着 目 させ 、 要

時 き出 す。 点 を読 み と らせ る。

0問 題 の争点 は何かを考え る。 〈 関 ・資 ・知 〉

2 自分 の考 えを ま ○新聞記事 を もとに、様 々な立場 か らの ○ 多面的に問題を論 じて

とめ よ う 意見の違 いを把握す る。 い る こ とに気 付 かせ る。

○賛否両方 の意見 の根拠 を理解 す る。 ○簡単 な理 由 も挙 げ られ

0自 分 の意 見 を ま とめ る。 る よ う に す る 。

時 〈 関 ・思 ・資 ・知 〉

生活班の中 で討 学び禽いの活動

論会 を しよ う ○ 自分 の考 えを班の中で発表す る。 ○発表、質疑応答 の経験

3 ・発 表 一2分 、 質 疑 応 答 一1分 を さ せ る 。

○ 自分 の意 見 との違 いや、発表 の根拠 の ○ どんな意 見で も、弱点

弱 い と こ ろを 指 摘 しあ う。 があ ることに気付かせ

・必 ず1回 は発 言 す る。 立場 にかか わ らず批判

で き る よ う に さ せ る。

0自 分 の興味 ・関心 に応 じて所 属す るグ ○所属希望 の偏 りが予想

ル ー プ を選 択 させ る。 され る の で、 あ え て 反

'
デ ィ ベ ー ト賛 成 側 班 ×2『 対 の立場 を選択 す るこ

デ ィベ ー ト反 対 側 班 ×2 と も認 め る。

時 ロ ー ル プ レ イ 班 ×1

自分の意見 と反対の班 に入 り、 自分 の 〈 思 ・知 〉

意 見の矛盾を見っ め 直す こ と も促 す。

[
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グル ー プ の 発 表 興 味 。関心 に応 じた集団での活動
4

を組 み立 てよ う ○ どんな主張を盛 り込んで発表す るか を ○ 全 員 の考 えを理 解 し、

考 え る。 主張 に盛 り込め るよ う

時 0役 割分担 を決定す る。 に助 言 す る。

l
l

〈関〉

5
発表会 の準備 をiO自 分 の主張を裏付 ける資料 を収集 して

1しよ う くる
。

○ 特 に デ ィベ ー トの 話 し

合 い は 別 教 室 で 行 わ せ

○ 発 表 の リハ ー サ ル を 行 う。 る 。

時
〈 関 ・資 ・知 〉

発表会 を行 お う ○ わか りやすい表現方法を工夫す る。

0

6
発表会 を行 お う ○ 自分 の主張 を的確 に伝え る場 を もっ 0ロ ー ル プ レイ は劇 つ く

O ・ロー ル プ レイ班 が7分 間 の発 表 を行 りを通 して開発 と環境

時 う 。 保全 に迫 れたかを評価

・ デ ィ ベ ー ト(A)班 が 討 論 を 行 う
。 す る 。

■

・ デ ィ ベ ー ト(B)班 が 討 論 を 行 う
。 ○ デ ィベ ー トの 作 戦 タイ

○仲 間の発表 を相互 に評価 し合 う。 ム は、 生 徒 の 意 見 発 表

・評 価 表 に 記 入 し、 デ ィベ ー トの勝 敗 に混乱 が生 じた時 に行

7 判 定 を 行 う。1

旨○ 発 表会 の ま とめ を す る。 幽

う。

iO発 表 を しっか り聞 か せ

時 1・ 観 の対 立 点 を 鯉 す る。!る た め に、 評 骸 の 記

:・ 自分 の考 え を 再 度 ま とめ る・ 幽 入法 ・ 言己入 の 場 面 を あ
1ら か じめ指 示 す る

。
…… 〈 関

●思'知 〉

も う一 度 諌 早湾

L

個 人 の学 習 へ の フ ィー ドバ ッ ク

8 の干拓を 考えよiO発 表 会で出 された問題点 を さ らに深 く 、○再度 自分の考えを発表
1

う 追 究 す る。 、 し、 討 論 させ る。
10新た な学 習 課 題 を設 定 す

る。!○ 同様 の 社 会 問 題 に応 用一 一

時 IIす る姿 勢 を 育 て る。

iI〈 関 ●思 〉

※ 表中の く 関〉 は社会的事 象への関心 ・意欲 ・態度、〈思 〉 は社会 的 な思 考判

断、〈資〉 は資料活 用の技能 ・表現、〈知〉 は社会的 事象 につ いての知 識理 解 に

ついての評 価の観点 を表 してい る。
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(4)検 証授業 までの過程

本単元 の導入 では、教 師が準備 した資料 に よ って

興味 ・関心 を持 たせ る とい う方法 で はな く、 生 徒 自

身が収集 して きた資 料 の中 か ら、 「諌 早湾 の干 拓」

にっ いての事実関係 や、意 見の対立 を読 み と らせ る

とい う手法 を用 いた。 それは、 この事 例 が 自然 環 境

や生物 の命 を守 る とい った比較 的生徒 の興 味 や関心

を引 きやすい題材 であ ったか らであ る。 そ こで、 生

徒 の既成概念 を揺 さぶ り、単 な る興 味 ・関心 か ら自

資料1

編 麟 で礼勅 ビ噺 圏

齢紅 悔 こ・こ黙 嚇 鮪 こ
盟 で持 せん・躰 で鏑 数呼

織 なぐすこ泳 の 副 コbウ

蓬 も死 にカ・やり漉 り烏 もこな"

識雛器雛
も ち謳 誰 もイ乏のな.嘱,,窓 嚥 。

らの学習課題 を設定 す るまでに高 め られ るかを検証 した。(資 料1参 照)

特 に、第3時 では発表会の形式 を意識 し、 限 られ た時間の中で 自分の主張 を述べ、他人

の意見 との差異 に気付 かせ るよ うに した。 また、同 じ立場の意見で も根拠の弱 い点 を指摘

させ た。 その訓練 を通 し、賛成 ・反対、 いずれの立場 を取 るに も、多面的 な視点か らで き

ごとを分析 す る必要性 や、 自分 の意 見を補 強す る資料を集あ る必要性を意識 させ た。発表

形式 の選択 ではデ ィベー トで 自分 の立場 と異 な る側をあえて選択 した生徒 もいたが、様 々

な立場 の考 えを知 る意義 を説 明 し、 その上 で再 度 自分の意見を検討 し直す機会を保証 した。

ロールプ レイ班 には討論 に 自信 のない生徒 や、 めん ど うに感 じる生徒、興味 ・関心 の掘 り

起 こしが十分 でない生徒 が集 ま った。

デ ィベー ト班 は、最初 に各 自の考 えを交換 した上 で、班 の主張の柱を立て た。

賛成側(主 張の柱):

・水害を防止 し人命を守 ることが大切

・長年かけてきた干拓を中止することは

逆に税金のむだつかい

・反対運動はにわかに盛 り上がったもの

・動植物の生息地は他にもある

反対 側(主 張の柱)=

・動植物の保護が大切

・干拓 した農地 の需要 が ない

・各地 に農地 が余 って いる

・税金のむだつか い

・水害対 策 にな って いない

ま た、 第3時 ま で に 自分 の意 見 に か か わ らず、 資料 か ら読 み 取 った賛成 側 ・反 対 側 の意

見 に対 し、 批 判 を加 え る こ とを行 った。 これ は 、 質 問事 項 を あ らか じめ 予 測 させ る と と も

に、 異 な った立 場 の考 え を尊 重 す る態 度 を育 て る こ とを ね らった た め で あ る。 発 表 会 の役

割 を分 担 し、 各 自 の発 表 原 稿 の作 成 、 読 み合 わ せ 、想 定 質 問 へ の回 答 の練 習 を行 った。

ロー ル プ レイ班 は、 希 望 者 が少 な か った こ と もあ り、積 極 性 に欠 け る者 が 多 く、 主 張 の

柱 を立 て る段 階 か らつ ま つ い た。 そ こで、 再 度 第1・2時 の 学 習 に立 ち返 り、 様 々 な立 場

の意 見 を整 理 させ 、 登 場 人 物 を決 定 す る際 の参 考 にす る よ う助 言 した。 しか し、 自分 の意

見 が うま く もて な い一 部 の生 徒 に と って は、 登 場 人物 と配 役 が 決 定 して か ら も、 そ の人 物

の 気 持 ち に な って 脚 本 を考 え る こ とが で きな か った。 脚 本 づ くり は何 場 面 か に分 け て、 登

場 す る配 役 が 集 ま って作 りあ げ る予 定 で あ った が 、 話 し合 いが 進 まず 、2人 の リー ダー格

の 生 徒 が 代 表 して 作 る こ と とな った。
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(5)検 証 授 業 の記 録 く 第6時 〉 発表 会 を行 お う①

ま ず ロー ル プ レイ 班 は、 男 子 が 恥 ず か しが る こ とな く発 表 した の に対 し、 一 部 の女 子 は

表 現 力 の弱 さを克 服 す る に い た ら

なか った。 生 徒 が この 発 表 を ど う

と らえ た か、 評 価 表 に よ って 分 析

して み た。

<評 価 表 の評 語 の 意 味>

A=よ くで きた

B=ど ち ら と もい え な い

C=よ くで きな か った

(以 下 の表 も同 様 で あ る)

<表1> A B C

発表者側 役割分担決定への積極的参加 4 4 3

自分 の役柄 の性格 の理解 2 6 3

異 なる立場 の考 え方 の理 解 6 5 0

ロ ー ル プ レイ後 の充 実 感 5 5 i

聞 き手側 多 くの立場 を意識 した脚 本 8 7 2

劇 を通 しての主 張の理解 12 7 2

表1か ら、 教 師 の 指導 で 不 足 して い た点 を考 え て み た。

① 様 々 な 人 々 が この 問題 にか か わ って い る こと や、 そ の立 場 を 深 く考 え させ る場 面 を与

え られ な か った。 そ の た め、 生 徒 が どん な役 割 を選 択 して よ い のか迷 った まま にな った。

② 自分 の役 柄 が理 解 で きて い るか を 、 個 々 に確 認 で きて い な か った。

③ 脚 本 を い くつ か の場 面 に 区 切 って 、 意 見 の 対 立 点 や班 の主 張 が盛 り込 まれ て い るか を

話 し合 わ せ る こ とが で きな か っ た。 その た め、 脚 本 づ く りに参 加 しな か っ た生 徒 が 演 じ

方 を理 解 で きな か った。

以 上 の反 省 点 が残 った。

デ ィベ ー ト班 は 、 賛成 側 は当 初 か ら賛 成 の 立 場 で あ った男 子 生 徒 と、 反 対 なが ら賛 成 側

に ま わ った生 徒4人 で構 成 され た。 しか し、 あ らか じめ反 対 意 見 の批 判 を ワ ー ク シー トに

記 入 して い た た め、 ス ムー ズ に 賛 成 側 の 主 張 を 考 え る こ とが で きた。 準 備 段 階 で は、 リー

ダ ー の男 子 生 徒 が 中心 とな って4人 に調 査 結 果 や主 張 の柱 を教 え る形 を とって いた。 また、

反 対 側 の 主 張 や 質 問 は 、4人

が た や す く想 定 す る こ とが で

き 、 役 割 分 担 も 短 時 間 で

決 定 した。 反 対 側 は 「生 き物

が か わ い そ う」 と い う、 感 情

的 な 理 由 を 抑 え る こ と が で き

るか に重点 をお いて助 言 を行 っ

た 。 そ の結 果 、 賛 成 側 の 主 張

を 予 測 し、 農 地 あ ま り の 現 状

や 、 水 門 締 め 切 り後 に冠 水 が

起 き た こ と 、

柱 を 立 て 始 め た。

事 業 の開 始 段 階 と社 会情 勢 が 変 化 して い る こ と に 目 を 向 け て 主 張 の

比 較的討 論が苦手 な生徒が3人 所属 してい たが、 調 査 の 目当 てが 発見

で きたことによ って、積極的 に資料 を探 した り、原稿 を作成 す ることがで きた。発表会で
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は、 そ れ ぞ れ の主 張 まで は整 理 され た意 見 が 出 た が、 質 問 の段 階 で は途 中 で話 を 遮 って 回

答 した り、 逆 に質 問 を す る な ど、 討 論 の ル ー ル が徹 底 で きて い な か った。 また 、 作 戦 タイ

ムで は、 賛 成 側 で リー ダ ー の男 子 生 徒 が 、 自分 の主 張 を突 き崩 され っ っ あ った た め 、 仲 間

の4人 も混 乱 した。 その た め、 教 師 が や や助 言 を しす ぎて しま い、 自分 た ち の 力 で 討 論 を

行 わ せ る 目的 か らはず れ て しま った。

評 価 表 の 分 析 を行 うと右 の よ

う に な る。 お お む ね 自分 の 主 張

を 展 開 す る こ と はで きたが 、 対

立 意 見 へ 的 確 に答 え られ なか っ

た と感 じて い る。 これ は、 ル ー

ルに沿 った話 し合 いがで きなか っ

た こ とへ の 自省 や 、 時 間 の 制 約

で 十 分 に発 言 で き なか った不 満

と考 え られ る。 特 に賛 成 側 で 「充 実 感 」 が 「C」 評 価 の生 徒 が い るが、 自分 の意 見 を 貫 き

通 せ なか っ た欲 求 不 満 の表 れ と分 析 した。

た。

<表2> 賛 成 側 反 対 側

A BC A B C
　

役割分担決定 への積極 的参加
一

31 1

0

3

3

1 1

自分 の意 見の十分 な発言 2[3
1

2μ

相手 の質 問への回答 1 4 0 2 i 2

デ ィベ ー トを行 って の 充実 感 2 / 2 3 2{O
I

㈲ ワ ー ク シ ー トの 分 析

<表3> 第8時

0

第

3

寺日

03

aiz

X

十鴨三
口

8

13

SIX 計

0

一
〇

3

3

∩
U

∩
乙

14 25

16132

喝n

成

っ
対

賛

迷

反

=

=

=

○

△

×

この検 証 授 業 で は、 分 科 会 の主 題 を う け、 生 徒 の 問 題 解 決

能 力 を高 め る こ とに重 点 を 置 い た。 様 々 な 資料 や意 見 に接 す

る中 で 、 多 角 的 な視 点 か ら問題 を考 え て い くと、 必 ず 生 徒 の

思 考 に変 容 が 見 られ る と予 想 した。 そ の結 果 を表3に して み

た。

当 初 か ら賛 成 意 見 を持 って い た生 徒 は そ の ま まだ が 、 反 対

か ら 「賛 成 」 「迷 って い る」 に意 見 が 変 わ っ た 生 徒 が 目 に 付

く。 特 に デ ィベ ー トの賛 成 側 の生 徒 は、 「賛 成 」 → 「賛 成 」

3人 、 「迷 って い る」 → 「賛 成 」2人 、 「反 対 」 → 「賛 成 」5

人 と、 全 員 が 賛 成 の立 場 に変 わ った。(資 料2参 照)

資 料2こ 鍛 階での自分の覗 をもう一度まとめましょう

私 はムツコ'助 セねぜ毅%3と 臨 ・擬 及対三纐 峡.鷲 今ぱ

繊 ヌ鯖 ・ムガ 的 のこ臆 編 謙 と匙い翻 椚 セしめて"
てb水 碧が驚おLこるヒい,マ81るけとh穿ムtち のイ吏7長 図 セ 見ヱ わがるまうk

水門桝 誹 ・唱博 知Aんtと 亀 ろ。水劇 謝 こ.Zた 訪 尉 莇 ・.Lの 巳ま

まセ 恥Aoき1評 柘 し7"励 轟 柵 セ と島"ま →』ムッゴ ・hn命 より

燗 碗 のお撤 切 甘 と鮎 ・俵 マ咳 れ8.今 廟 た とこ乙ε せ淑

あ 人恒 に観 金芝…便 美のに1e甘k† こると臣4暗 す.

紛 ゆ私1コ 賢成 三貢てマ・す。
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6研 究 の ま と め と今 後 取 り組 む べ き課 題

(1)研 究 の ま とめ

地 理 分 科 会 で は、 主 体 的 に学 び あ う学 習 を通 して、 問 題 解 決能 力 を 高 め る指 導 法 の工 夫

を主 題 と して研 究 を進 め 、次 の 点 を明 らか にす る こ とが で きた。

ア 調 べ 学 習 を通 して 、興 味 ・関 心 を も って 課 題 を 見 い だ し、 深 め る こ とが で き る。

講 義 式 の授 業 で は受 け身 型 だ っ た生 徒 が 、 個 別 学 習 や グル ー プ学 習 を通 して、 自分 の

興 味 ・関心 に基 づ いて、 意 欲 的 に課 題 を発 見 し、 深 め る こ とが で き る よ うに な った。

イ 生 徒 は、 グル ー プ 内 で の学 び あ い を通 して 、 協 力 して課 題 を 追 究 して い く こ とが で き

至2.

生 徒 は ロー ル プ レイや デ ィベ ー トに よ る発 表 を通 して、 互 い に話 し合 い、 助 け合 う こ

とに よ り、 多面 的 な 視点 か ら課 題 を と らえ る こ とが で きた。

ウ 問題 解 決 的学 習 にお いて 、 課 題 に関 す る資 料 収 集 を行 わ せ る ため に は、 教 師 の適 切 な

援 助 に よ り、 段 階 的 に実 践 を 積 み 重 ね る こ とが大 切 で あ る。

最 初 は戸 惑 って いた 生 徒 に対 して は、 個 々 の能 力 に応 じた 教 師 の 援 助 に よ り、 くり返

し調 べ学 習 や グル ープ学 習 を 行 う こ とに よ って、 次 第 に課 題 設 定 や 課 題 解 決 の方 法 を 身

に つ け て い くこ とが で きた。

(2)今 後 の取 り組 む べ き課 題

わ れ わ れ は、 生 徒 が 自 ら学 び、 考 え、 さ らに相 互 に学 び あ う こ と を通 じて 、 新 た な課 題

を発 見 す る能 力 を 身 に付 け させ る こ とを ね らい と して 本研 究 を 行 った。 そ の結 果 、 この よ

うな指 導 方 法 を工 夫 す る こ と に よ り、 社 会 科 教 育 の 中 で 「生 き る力 」 を は ぐ くむ こ とが で

きる との結 論 を得 た。 わ れ わ れ は、 本 研 究 の テ ー マ を達 成 して い くた め に は、 さ らに以 下

にっ い て 今 後取 り組 ん で い くこ とが 大 切 で あ る と考 え る。

ア 生 徒 の興 味 ・関 心 を 引 き出 す 教 師 の助 言 の工 夫

課題 を設定 す る際 には、教師 の多面的 な支援 が必要 であ る。生徒が深 く考 えずに、安

易 な課題 を設定 す ることが ないよ うにす るために は教 師の適切 な助言が大切 であ る。

イ 課題 を追究 す るための資料収集 の指導 の工夫

調 査 活 動 行 うた め に は、 地 域 図 書 館 との連 携 を 図 る と と もに、 新 聞 ・雑 誌 ・イ ンタ ー

ネ ッ トの利 用 な ど に よ って 、 幅 広 い 資料 を収 集 す る こ とが 大 切 で あ る。 ま た、 調 べ学 習

の 時 間 を 確 保 す る た め に、 長 期 休 業 や学 校 週5日 制 の 効 果 的 な活 用 を図 り、 計 画 的 な 指

導 を工 夫 す る必 要 が あ る。

ウ 発 表形 式 の学 び あ い を深 め、 新 た な課 題 を 発 見 す る ため の 支 援 の工 夫

他 者 との か か わ り あ いが 苦 手 な生 徒 が 多 い 中 で 、 協 力 す る楽 しさ や、 っ く り上 げて い

く喜 び を 感 じる こ とが で き る授 業 づ く りが大 切 で あ る。 この 点 で、 テ ィー ム ・テ ィー チ

ン グ に よ る きめ こ まか な指 導 は きわ め て効 果 的 で あ る。 ま た、 生 き生 き と した 発 表 が で

き るた め に は、 日常 の学 級 の雰 囲気 づ くりが 基 盤 と な る。

工 課 題 の 設 定 か ら解 決 まで の過 程 に対 す る評 価 法 の 開 発

生徒の学習意欲 を高 め、 さ らに新 たな問題 解決的学習 にっ なが るための評 価法の開発

が必 要で ある。
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皿 歴史的分野の研究

1研 究主題

話 し合 い活動 を通 して、生徒 が歴 史を多角的 に考え ようとす る授業 の工夫

日清 ・日露戦争 とア ジアの情勢 の単 元を題材 と して

2主 題 設 定 の理 由

(1)研 究 の動 機

歴 史 的分 野 の学 習 は、 「歴 史 に見 られ る国 際 関 係 や 文 化 交 流 の あ ら ま し を理 解 させ 、 我

が 国 と諸 外 国 の歴 史 や 文 化 が 相 互 に深 くか か わ って い る こ とを考 え させ る と と もに、 他 民

族 の文 化 、 生 活 な ど に関 心 を もたせ 、 国 際 協 調 の精 神 を養 う」 こ とを 目標 の一 っ と して い

る。 特 に、 今 回 の学 習 指 導 要 領 の改 訂 に お い て、 生 徒 た ち に 日本 を取 り巻 く国 際 環 境 を理

解 させ 、 国 際 協 調 の 精 神 を身 に付 け させ る た め に、 「我 が 国 と諸 外 国 の 歴 史 や 文 化 が 相 互

に深 くか か わ って い る こ と を考 え させ る」 こ とが付 け加 え られ た。

これ か らの 国 際 社 会 にお いて は、 国 際 化 に加 え、 高 度 情 報 化 や ボ ー ダ レス化 の 一 層 の進

行 に よ って 、 環 境 問 題 ・資 源 問 題 ・人 権 問題 等 に お け る国 際協 力 の 必 要 性 が 生 ず る反 面 、

経 済 摩擦 や 民 族 紛 争 な ど国 家 間 や 民 族 同 士 の主 張 の対 立 や争 い等 の 発 生 も予 測 され る。 生

徒 た ち が将 来 、 この よ うな 国 際 社 会 に お い て民 主 的 で平 和 的 な 国家 ・社 会 の 形 成 者 と して

生 きて い くた め に は、 国 際 協 調 の精 神 に基 づ い て社 会 的事 象 を 多 角 的 に考 え 、 そ の よ りよ

い解 決 を 図 って い こ うとす る態 度 を育 て る こ とが必 要 で あ る。

そ こで 、 本 分 科 会 は、 今 回 の改 訂 の趣 旨 を踏 ま え、 「日清 ・日露 戦 争 と ア ジ ア の 情 勢 」

の 単 元 を 題 材 と して 、 生 徒 が そ れ ぞ れ の課 題 意 識 に基 づ き、 主 張 の 対 立 が 生 まれ る背 景 や

原 因 、 様 々 な 立 場 の 人 の 考 えや 行 動 、 戦 争 の経 過 及 び結 果、 国 内外 の 反 応 に っ い て 調 べ 、

そ れ に基 づ く 「話 し合 い活 動 」 を取 り入 れ た学 習 を行 う こ とに よ って 、 歴 史 を 多角 的 に考

え よ うとす る態 度 や 能 力 を身 に付 け る こ とが で き るの で はな いか と考 え た。 ま た、 この よ

うな学 習 を 通 じて 、 生 徒 は、 自分 の立 場 や考 え を 的確 に 表現 す る と と も に、 異 な る立 場 や

考 え を もつ 他 者 を 理 解 し、 協 調 しなが ら、 問 題 の よ りよ い解 決 を 図 って い こ うとす る能 力

や 態 度 な ど社 会 の中 で 「生 き る力 」 の基 礎 を身 に付 け させ る こ とが で き る と考 え、 上 記 主

題 を 設定 した 。

(2)社 会科 の 授 業 にお け る話 し合 い活 動 の意 義

わ れ わ れ は、 今 日 の民 主 主 義 の社 会 に お い て、 ま た 、 これ か らの 国 際 社 会 を生 きて い く

うえ で 、 様 々 な見 方 や 考 え 方 を理 解 し、 よ りよ く問題 を 解 決 して い くた め に は、 話 し合 い

は不 可 欠 で あ る と考 え る。 ま た、 そ の際 、 主 体 性 を も って 自分 の 意 見 を 述 べ た り、 他 人 の

意 見 を 聞 いた りす る ことが 大 切 で あ る。 そ こで、 わ れ わ れ は、 社 会 科 の授 業 に 「話 し合 い

活 動」 を取 り入 れ る こ との 意 義 及 び期 待 で き る効 果 を以 下 の よ う に考 え た。

ア 他 者 の 意 見 や そ の 根 拠 を知 る こと に よ り、 多 角 的 な 見 方 が で きるよ うに な る とと もに、

自分 の 考 え を 広 げ、 深 め る た め の情 報 が得 られ る。
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イ 「話 し合 い活 動 」 に よ って 、 生 徒 は、 一 人 よ が りあ る い は受 け身 の姿 勢 で は よ り よ い

問 題 解 決 は得 られ な い こと を知 る こ とが で き る。

ウ 共 通 の課 題 にっ いて 話 し合 う こ とに よ り、 集 団 の一 体 感 、 相 互 の親 近 感 、 共 同 で の 達

成 感 が生 まれ、 生 徒 の学 習 の動 機 付 け や意 欲 の 喚起 につ な が る。

3研 究 の ね らい

(1)生 徒 が 歴 史 的事 象 を多 角 的 に考 え る こ とが で き るよ う にな る た め に、 調 べ 学 習 と話 し合

い活 動 を取 り入 れ る た めの 学 習 過 程 を工 夫 す る。

(2)生 徒 の 資料 収 集 及 び資 料 分 析 ・活 用 の能 力 を高 め るた め の 資 料 の選 定 及 び調 べ学 習 の 指

導 上 の配 慮 事 項 を 明 らか にす る。

(3)生 徒 一 人 一 人 が 、 他 人 の 考 え を取 り入 れ、 自分 な りの考 え を 的 確 に表 現 で き るよ う にす

る た め の話 し合 い 活 動 の 種 類 と特 色 、 指 導 上 の配 慮 事 項 を 明 らか にす る。

4研 究 の仮 説

(1)話 し合 い活 動 の 形 態 を工 夫 す る こ とに よ り、 他 人 の考 え を 取 り入 れ て 自分 の考 え を 的 確

に表 現 す る能 力 を 培 う こ とが で き る だ ろ う。

(2)課 題 意 識 に基 づ く調 べ 学 習 を 協 力 して行 う こ とに よ り、 生 徒 の資 料 収 集 や 分 析 ・活 用能

力 が 高 ま るだ ろ う。

(3)歴 史 的 事 象 を さ ま ざ ま な観 点 か ら学 習 す る こ と に よ り、 歴 史 を 多 角 的 に考 え よ う とす る

態 度 や能 力 を培 う こ とが で き るだ ろ う。

5研 究 の方 法

(1)生 徒 に 日露 戦 争 を 多 角 的 に と らえ させ る た め に、 戦 争 に深 く関 係 した 日本 、 ロ シア な ど

の強 国 の主 張 、 戦 争 が 日本 国 内 の 産 業 や 人 々 の生 活 に もた ら した変 化 、 朝 鮮 な どア ジア諸

国 や列 強 国 に圧 迫 され て い た国 々 の人 々 に与 え た影 響 に つ い て 、 下 記 の項 目 か ら各 班 が1

っ 選 び、 調 べ学 習 を 行 わ せ る。

① 朝鮮 な どア ジア諸国 ④ 日本の産業

② 強国に圧迫を受 けたア ジア以外の国々 ⑤ 日本国民の生活

③ ロシアな どの強国 ⑥ 日本政府の外交政策

(2)課 題 を解 説 させ るた め に、個 人 単 位 及 び班 単 位 に次 の よ うな 調 べ 学 習 を行 わ せ る。

ア 共 通 の 資料 で読 み 取 りの 基 礎 を学 ばせ た後 で、 課 題 別 の 資 料 群 にっ いて 班 単 位 に そ れ

ぞ れ の項 目か らの読 み取 りを 行 わ せ る。

イ 各 項 目に 関連 す る課題 シー トを一 人 に1っ 以 上 与 え、 自分 たちの考 えを ま とめ させ る。

(3)調 べ た 内容 に つ い て 、班 員 一 人 一 人 が 他 の班 に 自班 の調 査 結 果 を説 明 し、 質 問 や意 見 の

交 換 を行 わ せ る。 そ の際、 対立 した考 え や意見 が 出 され た場 合 は、班 に もど って検討 させ る。

(4)班 単 位 に 日露 戦 争 が 日本 国 内 や 朝 鮮 な ど ア ジア諸 国 や人 々 の 生 活 に与 え た影 響 に っ い て

の考 え を ま とめ させ 、学 級 全 体 で 話 し合 い(発 表 会)を 行 わ せ る。

(5)学 習 の終 わ りに 、 日露 戦 争 にっ い て 自分 が考 え た こ と、 分 か っ た こ とな ど を レ ポ ー トに

ま とめ させ る。

(6)指 導 計 画 に基 づ く研 究 授 業 を実 施 し、 そ の分 析 と考 察 を 行 う。
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2歴 史 的分野 の研究構想 図

必要 とされる能力 ・態度

○様 々な資料 を収集 ・分析 ・活用す る能力

○歴 史 的事象 を多角 的 に考察 し、 公 正 に

判断す る能力 と態度

○ 他民族 の文化 や生 活 な どへ の関心 及 び

国際協調 の精神

将来 の社会 で予測 され る変化

○ 国際化、情報 化、 ボーダー レス化 の進行

0環 境 問題 ・資源 問題 ・人権 問題 等 に お

ける国際協力

0国 家や民族間 の主張 の対立 や争 い

(経 済摩擦、民族紛争 な ど)

「一 一 研 究 主 題
話 し合 い活動 を通 して、生 徒が歴 史を多角的 に考え よ うとす る授業 の工夫

L_二 二 壁'日 聴 争三アジアの壁 の単元を題材として　一↓ 一一下 一

研 究 の ね ら い 題 材設定の理由

○ 調 べ学習 や話 し合 い活動 を授 業 に取 ○様 々な立場 の国家 や民族 な どの多様 な

り入れ るための工夫 かかわ りあいが見 られ る歴史的事象

○資料の選定や調べ学習 の形態 の工夫 0日 本 が 当事 国 で あ り、 生徒 の学 習 意

○他 人 の考 え を取 り入 れ、 自分 の考 え 欲を喚起 しやす い歴史的事象

を的確 に表現 させ るた めの話 し合 い 0現 代 にっ なが る近現 代 史 にお け る重

活動 の工 夫 要 な歴史的事象

W W

仮 説

○ 話 し合 い活 動 を 工夫 す る こ と に よ り、 他 人 の 考 え を取 り入 れ て 自分 の 考 え を 的 確 に 表 現

す る能 力 を 培 う こ とが で き る だ ろ う。

○ 課 題 意 識 に基 づ く調 べ 学 習 を協 力 しな が ら行 う こ と によ って 、 資 料 収 集 や 活 動 の 能 力 が

高 ま るだ ろ う。

○ 歴 史 的 事 象 を さ ま ざ ま な観 点 か ら学 習 す る こ と に よ り、 歴 史 を多 角 的 に考 え よ う とす る

態 度 や能 力 を培 う こ とが で き るだ ろ う。

研 究 の 方 法

○個 人及び班 単位での課題解決の ための調べ学習 を行わせ る。

○班 や学級等 の単 位 にお ける話 し合 い活動(発 表 会等)を 行わせ る。

○指 導計 画 に基 づ く研究授業の実施及 び授業 の分析 と考察 を行 う。
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5指 導計画

(1)単 元 名 「日清 ・日露戦争 とア ジアの情勢」

② ね ら い

ア19世 紀後半か ら20世 紀初 めまでの我 が国をめ ぐる国際関係の あ らま しにっ いて学習 し、

特 に、当時 は、 中国 を舞台 に欧米諸 国の激 しい植民地獲 得競争が展開 されていた ことを

理解 させ る。

イ 日清 ・日露戦争 の原因、戦争 の経過及 び結 果、 国内外 の反応 につ いて理解 させ、 日露

戦争後の韓国の植民地化 と中国におけ る民族運動、 中華民国 の成立等 ア ジアの情勢 を幅

広 くっか ませ る。

ウ 日露戦争を戦争 に関係 した国々やア ジア諸 国、 強国 に支配 されて いた国々、 日本 の産

業及 び国民生活 の変化 などの観点 か ら学習 す ることによ り、歴史 を多角 的に考 えよ うと

す る能力や態度 を身 に付 け させ るとともに、国際協調や人間尊重 の精神 を養 う。

工 自 ら問題意識 を持 って課題学習 に取 り組 み、班での話 し合 いによ って自分 の考 えを広

げ、深 めよ うとす る意欲 や態度 を養 う。

オ 自分 の考え を論理的 にま とめ、他 の人に的確 に表現す る能力 を養 う。

(3)指 導計画(8時 間扱 い)

時 学 習 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 ・資 料

○ 日本 と外 国 の 関 係 ・

日清 戦 争 当時 の 日本 と

欧 米 強 国 との 関係 は ど

うだ ったか 。

○ 条 約 改 正

・政 府 は ど の よ う に条

約 改 正 を進 め て い った

か 。

○ 帝 国 主 義

・欧 米 の強 国 や 日本 は

ア フ リカ や ア ジァ を ど

の よ うに植 民 地 化 して

い ったか 。

・資料1に っ いて 、 考 え 、 発 表

す る。

○班 単 位 の話 し合 い

・資 料2を 読 み 、 そ れ ぞ れ の 国

(登 場 人 物)の 主 張 を 考 え 、 班

ご と に ロ ール プ レイ ングを行 う。

・資 料3に 関 す る課 題 シ ー トに

各 自が 取 り組 み 、 班 ご と に 話 し

合 って ま とめ 発 表 す る。

資料1

[風 刺 画(課 題 シ ー ト)

}。描 錨 させる.

[資 料2

風 刺 画

「ノル マ ン トン号事 件 」

資料3

地 図

「19世 紀 後 半 、

20世 紀 初 め の比 較 」

l
l

第

2

時

○ 日清 ・日露戦争 の原

因、経過及 び結果

。班 ご と に、 ワ ー ク シ ー トに し

た が って 、 日清 ・日露 戦 争 の 原

因 ・経 過 ・結 果 を班単 位 で調 べ、

発 表 す る。

ワー ク シ ー ト1

「日清 ・日露 戦 争 の比 較 」

○教 師 が 、 必 要 に応 じて 補

足説 明 す る。
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第 ○ 日露戦争の与え た影 ○班での調べ学習

響 と国内外の反応 ①右 のA～Fの 項 目の中 か ら各 A朝 鮮 などのア ジア諸国

班1つ 課題 を選 び、 調 べ学 習 や B強 国 に圧 迫 を受 けた ア

3
日露戦争が戦争 に関 話 し合 い を通 じて ま とめ る。

ジア以 外 の国 々

Cロ シア な ど の強 国

係 した国 々に与え た影 ②課題 シー トを班 員 で分担 して D日 本 の産業
●

響及 び国 内外 の反 応 は 調べ、話 し合 いを通 じて全 体 の E日 本 の国民生活

ど の よ うな もので あ っ 考 え を ま とめ る。 F日 本政府 の外交政策

4
た か 。 ③全員 が発表 しやす い よ うに原

稿化 す る。 ○希望が重複 した場合 は、

な るべ く話 し合 いで 決 あ る。

■

○分散 グループでの話 し合 い

①異 な った課題 を調 べ た者 同士 ○他 の班 の調査結果 にっ い

5
の班(分 散 グル ープ)を 作 り、 て は ま とあ の プ リン トに メ

各班 の考えをそれぞれ発表す る。 モ を取 る よ う指 示 す る。

② 他の班 に対 して、 必要 に応 じ ○ 自分 たちが調 べた内容 と

時 て 質 問 す る。 対 立 す る考 え に つ い て、 積

極的に質問するよう指示する。

○班で の話 し合 い

① 元 の 班 に もど り、 他 の 班 か ら ○他 の班 か ら出 され た質 問

の質問 や他 の班へ の質 問 を ま と に つ い て も調 べ 、 発 表 で き

め る 。 るよ うに指 示 す る。

②発表会 に向けて、 自分 た ちの ○原稿 用紙3枚 程度 にま と

第 調 べ た項 目の ま とあ か た に っ い め さ せ る 。

て話 し合 う。 ○ 自分た ちの班 へ の質 問 を

6
③発表者 を決定 し、 発 表者 を中

心 に協力 し発表原稿の準備をする。

予 想 し、 そ れ に対 す る 回 答

を 考 え させ る。

④他 の班 の発表 に対 す る質問 を

時 ま とめ て、 質 問者 を 決 定 す る。

○ 日露戦争 の与 え た影 ○学級 全体 での話 し合 い

第
響 と国内外の反応 (発 表会) ○特 に聞 いてい る側 か ら積

① 全体 の場で、班 の代表 者 が 自 極的 に質問 や意見 を出す よ

7
分 た ち の 項 目 に っ い て 発 表 す

る。

うに働 きか け る。

②他の班か らで た質問 に答 え、 ○発表者以外 の班 員 は、 他

時 意見の交換 を行 う。 の班 の質 問の答 えを考 え る

よ う に す る 。
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蟹

○ 日露戦争 の与え た影 ①発表会 で出た意 見 の対立 点 を ○必 要 に応 じて教師が 補足

第 響 と国内外の反応 考 え 、 発 表 す る。 説 明を行 い、論点 を整 理 し

②今 までの学習 を踏 まえて、 他 なが ら、歴史の流 れを確認

8 の項 目(観 点)も 参 考 に しなが す る 。

ら、 「日露 戦 争 」 にっ いて わか っ

時 た こ とや 自分 の考 え を レポ ー ト

に ま と あ る 。

※ 課 題 シ ー トと は、 提 示 した資 料 か ら課 題 を考 え さ せ るた め の うえ で必 要 な設 問 を答 え さ

せ るた め の プ リ ン トで あ る。

※ ワー ク シ ー トと は、 項 目の 内 容 を 読 み取 る た あ の プ リン トで あ る。

※ 課 題 シ ー トは、 教 科 書 及 び研 究 員 が 授 業 で 使 用 して い る資料 集 等 の 中 か ら使 用 した。

(4)評 価

ア19世 紀 後 半 か ら20世 紀 初 め の 日本 や 世 界 が お か れ て い た状 況 を理 解 し、 日清 ・ 日露 戦

争 か ら韓 国 併 合 に至 る過 程 を 幅 広 く と らえ る こ とが で きた か。

イ 日露 戦 争 を、 関 係 した 様 々 な

国 や、 国 内外 の 反 応 な ど を 多 角

的 に と らえ、 よ り よ い問 題 解 決

の た め に は国 際 協 調 や 人 間 尊 重

の精 神 が大 切 で あ る こ とが 理 解

で きた か。

ウ 自 ら問題 意 識 を 持 っ て 課 題 に

取 り組 み、 話 し合 い を 通 じて 他

人 の考 え を取 り入 れ る こ とによ っ

て 自分 の考 え を 広 げ 、 深 め よ う

とす る態 度 が養 わ れ た か。

工 自分 の考 え を論 理 的 にま とめ、

他 人 に 的確 に 表 現 す る能 力 が 養

われ た かQ

(5)評 価 の方 法

生 徒 の興 味 ・関 心 ・態 度 及 び 歴

史 的 事 象 に対 す る見 方 ・考 え 方 の

変 容 を授 業 中 の 教 師 の 観 察 と と も

に、 課 題 シー ト、 自 己評 価 カー ド、

ま とめ の レポ ー トを も と に 把 握 す

る。

が ん ば りカ ー ド 2年 継 番 氏名

第
-

時

興映 を持 って 、課 題 に取 り組 ん だか A・is・C

教f・ト書 や貸 料輿 ・牢 表 な どの 、'ufrを 自分 で さが し活 用で キた か .a・[i・c

班の 話 し合いの時.人 の 考え を間 き,自 分の 考 え を長現 で そた か :¥・ki・C

全 体の 発表 また は劇 の時 、班 で協 力 してで きた か A・B・c

班 の話 し合い ・発 表で頑 張 っ た人 はだれ かll

第

2

時

興味 を 持 って、 課題 シー トに取 り組 ん だか A・B・C

教 科書 や費 科輿 ・年 表 な どのrR料 を自分 で さが し,一 で そたか A・R・C

日済戟 争 ・日露 戦争 に つい て,お お むね 理解 で なたか A・B・C

第

3

時

班 で協 力 して 、課題 を設 定 で きたか A・B・C

興 味 夕 もって 自分の 課題 シー トに取 り組 め たか A・B・c

よく考 え て自分 の 考え を}と め てみ たか A・B・C

第

4

時

他 の班 員の 発表 夕 よ く聞 こ うと心 がけ たか A・B・C

他 の班 員に.自 分の 調 べた こと夕 分か りやす く表現 で きた か A・B・C

班 で設 定 したテ__,の 内容 が 、だ いたい 理解 で 去 たか A・B・C

班の話 し合い ・発表で頑張った人はだれかlI

第
5

時

班 の話 し合 いの時.班 のテー マ タ たい たい 自分 の もの にで きた か A・B・C

自分の 班テ ーマ を他 の 人に 分か りや す く伝 え ろ こ とが で きたか A・B・C

興咲"持 って.他 の テー マ の発 表 夕闇 けたか A・B・C

他 の班 か らの賀 闘"理 解 し.メ モ でき たか A・B・C

A朝 魚羊A・B・CB圧 迫A・B・CIC列 弓釜 A・B・C

D産 業A・B・CF.国 民A・B・ClF政 策 A・B・C

第
6

時

他 の班 か らの質 問 夕.班 員 に伝 え る こYが で 費たか A・B・C

発 表に 向 け.班 の ま とめに 協 力で 妾たか A・B・C

他 の班 に対 す る質間 夕 、考 え る ことが で妻 たか A・B・C

発 表 または 質問 が しっ か りで きた か A・B・C

自分の班の発表に協力できたか A・B・C

他 の班 の発 表 夕、課 題意 識 や開 心 夕 もって聞 け た か A・B・C第
7

時

A朝 鮮A・B・CB圧i臼IA・B・CC列 強 A・B・C

D産 業A・B・CE国 民iA・B・CF政 策 A・B・C

第

8

時

19世 紀の 日本 や世 界 の状 況 夕い くっか の 角度 か ら理解 できた か A・B・C

檬 々な 国の 人 々の 立場 を理 解 し、 国際強 調 の精 神 が身 にっ いた か A・B・C

問題 意 識 を もって課 題 に取 り組 み.話 し合 いに 積 極的 に参 加 したか A・B・C

自分の 考 え夕 ま とめ、 他の 人 に分 か りや す く説 明 で きたか A・B・C

A・ ・十分 満 足で き るB・ ・おお む ね満 足で きるC・ ・凱 う少 し頑彊 っ た方 が よい
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6授 業 の概要

く第1時 〉歴史 の流 れの確認 及び課題学習 の方法 につ いて の学習

・ 〔資料1〕 … 各班で協力 し、 課 題 シー 〈資料1漁 夫の利〉

トを完 成 させ て い た 。 そ の 後 発 表 さ せ 、

日清 戦 争 に つ い て の 国 際 関 係 を 理 解 させ

た。 この こ とが 次 時 の 授 業 にっ なが った。

・ 〔資 料2〕 … 風 刺 画 中 の 人 物 を6人

(船長、船員、溺れている人4名)選 び 、 班 ご と

に役 を決 め、 そ れ ぞ れ の 人 物 の 立 場 で の

台 詞 を考 え させ 、 代 表 者 に ロ ー ル プ レイ

ング を させ た 。 そ れ ぞ れ の班 で 事 件 に っ

いて 調 べ 、 役 に あ った台 詞 が で きて い た。

・19世 紀 後 半 と20世 紀 初 め の 世 界 の 変 化

を 気 付 か せ る た め に 、19世 紀 後 半 と20世

紀 初 め の各 国 の領 土 が わ か る地 図 を 見 せ 、

帝 国主 義 の 意 味 を説 明 しな が ら、 帝 国 主

義 国 が 勢 力 範 囲 や 植 民 地 を 広 げ て い る 様

子 を 理解 させ た。

・本 時 で は、 この 単 元 の ね ら い の 一 っ で

あ る、 今 後 の 課 題 学 習 方 法 の 練 習 と い う

意 味 で 、 資 料 の 内 容 や 量 は簡 単 に 仕 上 げ

られ る よ う配 慮 した。 生 徒 の 活 動 を 見 て

い る と 自分 た ちで 考 え られ る こと は考 え 、

調 べ る必 要 の あ る こ と に つ い て は 、 目 的

を も って調 べ て い た。

諭鐸.塾 ＼ ＼く'

〈資料2ノ ルマ ン トン号事件 〉

ノ 覧

愚
噛富漁

闘 織.

蓬塾

〈 第2時 〉 課 題 に直 接 っ な が る事 象 の調 査 学 習

・ 〔ワ ー ク シー ト1〕 … 日清 戦 争 と 日露 戦 争 の概 略 を ま とめ る た め に 、 班 ご と に協 力 し

て行 わ せ た 。 班 に よ って は 進 み 具 合 く ワ ー ク シー ト1>

に違 い が 見 られ た が 、 手 際 よ く行 っ

て い る班 は、 分 担 して 後 で 教 え 合 う

とい う方 法 を と って い た 。 原 因 や 経

過 に つ い て の 質 問 で 苦 労 して い る生

徒 が 多 か っ た。

・ 〔発 表(答 え 合 わ せ)〕 …1班 か ら

順 に指 名 して 発 表 させ て確 認 したが 、

予 想 して い た よ り も時 間 が か か った。

・ワー ク シ ー ト1に 記 入 す る た め 、

各 自で 調 べ た り、 班 で 協 力 して い た

日清 戦争

1いつ1と こで】 【とrenal

卓.塾1曲 員・1榊国 ロマセ1巳1橘
一…r軌ゆ二,..L〔・輯 島 中 国
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の で 、熱 心 に取 り組 ん で い た。

〈 第3時 〉 課 題 の 提 起 ・追 究(1)

・ 〔課 題 提 起 〕 … 「日露 戦 争 は

関 係 した 国 々 に と って ど の よ う

な戦 争 で あ った か?」 を板 書 し、

A～Fの6種 類 の 項 目(P18指

導 計 画 参 照)を 提 示 し、 班 ご と

に 希 望 を 取 っ た が 、 ど の ク ラ ス

も 「日本 の 国 民 生 活 」 が 多 か っ

た 。 自 分 た ち と最 も関 係 が 深 く

身 近 に感 じ られ る調 査 項 目 が 生

徒 の 意 欲 を 喚 起 させ る こ と が わ

か っ た。

●

<ワ ー ク シー ト2>

「日 露 戦 争 は ど の よ う な 戦 噸トで あ っ た か?」

朔s

A
日露凱.鯵[大 壷 也 季ぎ ρ'蛾 ・争]で あつた・

ぞのs・ はし

= 勧 無 、.信 劇 魚 び 「母 り1^し;o蔓 土 ・.し}馳 イ巴 論 醒 匂"

角・,zし,鯛 争 」■ 巳軸 て 晒 ・L。 モ.T.め 駄 電 、a.e*(4
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射('8っちrh

〔
■}9でf・

H
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孟1驚i函一 醗癬 認
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監
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a
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その馳搾 縮 騰 ・峯嚇 槻 ・醗 ・・峰 ・㍉=
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毒騰 蕪:蕎鮮審講 野
繁i㌣ 輔 噛..廿,襲 。

。
5

【

幌}で す 。

E

a
・騙鮒 匡 齢 ち マ苫い 戦 争1・ ・…

蕾

そのaの ばへ

鯖 紹 型識 争軌斥めド壇悦 傍 鵜 ・.¢又菅しトトめ

吻f励 ・}か り癖 隆国1じり蓬マ・仁邑ワ・・》,'環 好
霧 む[[マ1嘱 夕'・クヴ匠マ局16.5か`鵬 聡 帽 ら河

fis.

量 でf.

F

〔班 ご と の追 究 〕 … そ れ ぞ れ の項 目 の課 題 シー トを班 に 配 布 す る と、 興 味 深 く取 り組

み 始 め る生 徒 もい れ ば、 な か な か 自分 の分 担 の 資 料 を 決 め られ な い生 徒 もい た。 希 望 した

項 目 に な らなか った班 に は、 調 べ方 の方 法 な どを 助 言 し、 意 欲 付 け を行 った。

・調 べ 学 習 に あ た って は、 教 科 書 を 中心 に資 料 集 や 参 考 図 書 な ど も利 用 す るよ う助言 した。

〈 第4時 〉 課 題 の提 起 ・追 究(2)

・ 〔班 ごと の意 見 ま とめ〕 … 個 人 で 調 べ た こ とを班 の 中 で 発 表 し合 い な が ら、 自 分 た ち

の 項 目か らの意 見 を ワー ク シー ト2に ま とめ させ た。 あ らか じあ時 間 の 目安 を 指 示 して お

いた ので 、 お よ そ ま とめ られ て い た。

〈授業で使用 した課題 シー ト(一 部)〉
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・ 〔分 散 グル ー プ で の 発 表〕 … 班 を分 散 グル ー プ(各 班 か ら集 ま っ た6人 で 構 成 され た

5っ の グル ープ)に す る と き に は、 メ ンバ ー構 成 を考 えて 、 事 前 に グル ー ピ ン グ し、 編 成

を行 った。 移動 にっ いて は、 黒 板 に配 置 図 を準 備 して お い た の で ス ム ー ズ に で きた。 そ れ

ぞ れ 自分 た ちの 項 目 の調 査 結 果 を発 表 させ た。 他 の生 徒 に は ワー ク シー ト2に 記 入 させ た。

わ か りや す く発 表 をす る生 徒 や 上 手 に伝 え られ な い生 徒 な ど様 々 で あ った が 、 必 ず 発 表 し

な くて は い け な い の で、 普 段 発 言 の な い生 徒 に は よ い経 験 に な った。

・他 の分 野 か らの発 表 を ワー ク シー ト2に 書 き取 る こ とに個 人 差 が あ り、 か な り時 間 を要

した。 予 定 通 りに進 ま ず、 グル ー プ で の発 表 が 授 業 内 で終 え た の は2～3分 野 で あ った 。

ま た、 書 き取 る こ とに精 一 杯 で実 際 に他 の分 野 か らの 意 見 を 把 握 す る と こ ろ ま で は い って

い なか った。 改 善 の必 要 を感 じた。

〈 第5時 〉 課 題 の提 起 ・追究(3)

・ 《改 善 策》 … 前 時 の 反 省 を 踏 ま え 、 各

班 か らあ らか じめ意 見 を 集 め 、 印 刷 して 生

徒 に配 布 し、 そ れ を 使 って 各 グ ル ー プで 発

表 させ る こ と に した。 授 業 の初 め に各 班 で

発 表 の 打 ち合 わ せ を行 わせ たが 、 班 ご とに

「1の 資 料 か ら○○ が わ か っ て 、3の 資 料

か ら△ △ が わか りま す 。」 な ど と確 認 しな

が ら印 刷 物 に メ モ を した り、 ア ン ダー ライ

ンを引 い て い た。
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・ 〔分 散 グ ル ー プ で の 発表 会 〕 … 印 刷 物 を使 用 した た め に、 前 時 よ り も資 料 に 基 づ い た

根 拠 の あ る説 明 が スム ー ズ にで きた。 聞 く側 も前 時 と違 って 書 く こ とで は な く聞 く こ と に

集 中 で きた た め、 質 問 が 活 発 に出 て い る グ ル ー プ もあ った。

・ 〔報 告 〕 … 元 の班 に戻 り、 ど の よ うな質 問 が 出 た か報 告 させ た 。

〈 第6時 〉 発 表 会 の 準 備

・ 〔発表 会 の準 備〕 … 発 表 者 が 即 座 に決 ま る班 もあ った が、 押 しっ けあ って な か なか 決 ま

らな い班 も あ っ た。 発 表 者 を中 心 に協 力 して発 表 原 稿 の準 備 を して い た。 他 の 班 に対 して

の 質 問 や 意 見 を 準 備 させ た。 余 裕 が あ る班 は、 予 想 さ れ る質 問 に対 す る答 え も考 え させ た。

だ れ もが 一 度 は発 言 す る よ うに促 した の で、 他 班 の意 見 や 資料 を も よ く検 討 して い た。

〈 第7時 〉 発 表 会

・ 〔各 班 か らの発 表 〕 …A(朝 鮮 な ど の

ア ジア諸 国)を 調 べ た班 か ら順 に発 表 させ

た。 資 料 を効 果 的 に活 用 し、 説 得 力 の あ る

発表 を した班 もあ れば、前 回 の分散 グループ

での発 表 とはほ とん ど変わ らない班 もあ った。

・ 〔質 問 ・討 論 〕 … 前 時 で よ く協 力 して

い た班 は質 問 に即 答 して い た。 政 府 の 外 交

政 策 にっ い て の発 表 に対 して 、 別 の 立 場 の

濾 膨 …
..
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生 徒 か ら反論 が 出 され 、 論 点 を 明確 に した活 発 な討 論 が行 わ れ た ク ラ ス もあ った。 自 ら手

を 挙 げ る生 徒 が 数 名 い たが 、 ま だ ま だ積 極 的 と は言 え な か っ た。

・ 〔宿 題 〕 … 質 問 に答 え られ な か った 班 につ いて は、 次 時 ま で の宿 題 と した。

〈 第8時 〉 ま とめ

・ 〔宿 題 発 表〕 … 宿 題 に して あ っ たの で どの 班 もよ く調 べ て、 発 表 して い た。

・ 〔ま とめ〕 … 今 まで の学 習 を 踏 まえ て 、 「日露 戦 争 の学 習 を 終 え て 」 と い う題 名 で、 生

徒 が そ れ ぞ れ 分 か った こと、 考 え た こ とな ど に っ い て レポ ー トを書 くよ う に指 示 した。

半 数 ぐ らいの 生 徒 は間 もな く書 き始 め たが 、 な か な か書 き出 せ ず 資 料 や プ リン トな どを

調 べ て い る生 徒 もい た。

<生 徒 の レポ ー ト1><生 徒 の レポ ー ト2>
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7研 究 のま とめ と今後の課題

歴史 的分野分科 会で は、主題 にそ って研究 を進 めた結果、 次の点 を明 らか にす る ことが で

き、 また今後 の課題 が明確 にな った。

(1)研 究 のま とめ

ア 生徒 は、課題 を調 べ、考え、話 し合 う活動 に意欲 的に取 り組む

調 べ学 習 に基 づ いて話 し合 い活 動 を行 う学 習 方 法 に対 して 、77人 中60人(78%)の 生

徒 が、 「お も しろ い」 「自分 で 調 べ る と内 容 が よ く分 か る」 「助 け 合 え る」 な ど と肯 定 的

に回 答 し、 一 方 、22%の 生 徒 が 「大 変 だ った」 と答 え て い たが 、 活 動 自体 を否 定 的 に と

らえ た生 徒 は一 人 もいな か っ た。 この こ とか ら、 課 題 を 「調 べ 、 考 え 、 話 し合 う」 な ど

生 徒 の主 体 的 な 活動 を 授 業 に取 り入 れ る こ とは、 生 徒 の 学 習 に対 す る意 欲 を 引 き出 す 上

で効 果 的 で あ る と言 え よ う。
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イ 調 べ学 習 を 行 う こ と に よ り、 生 徒 は資 料 に基 づ い て 自分 の考 え を ま とめ る こ とが で き

o

生 徒 の 日露 戦 争 を と らえ る視 点 を焦 点 化 す る た め に、 考 え る視 点 と して6つ の 項 目か

ら班 単 位 に1っ ず っ 選 択 させ る よ うに した。 そ して、 そ れ ぞ れ の項 目に 関 す る課 題 シー

トに取 り組 ませ 、 それ を 自分 の考 え方 を ま とめ るた め に活 用 させ た。 また 、 班 単 位 の調

べ 学 習 を 通 じて 、 不 十 分 な部 分 を お互 い に補 い合 い な が ら、 自分 の考 え を深 め 、 ま と め

る こ とが で き た。

ウ 生 徒 は、 さ ま ざ ま な観 点 か ら歴 史 的事 象 を と らえ るた め の話 し合 い活 動 を 通 じて 、 歴

史 を 多 角 的 に考 え よ うとす る。

日露 戦 争 にっ いて さ ま ざ ま な観 点 か ら と らえ させ るた め に、 班 で の 調 べ 学 習 に ひ きっ

つ いて 、 班 を分 散 し、 異 な る観 点(項 目)を 調 べ た 者 が集 ま った 新 た な グ ル ー プ で の話

し合 い を行 わ せ たが 、 日頃 消極 的 な生 徒 が 他 の者 へ 自班 の 考 え を述 べ る場 面 が み られ た。

事 前 に班 で、 自班 の意 見 の発 表 の仕 方 を話 し合 った こ とが 自信 にっ なが った と思 わ れ る。

ま た、 最 後 の授 業 で 日露 戦 争 に つ い て の 自分 の 考 え や 分 か った こ と を レポ ー トに書 か

せ た が、 全 体 の87%の 生 徒 が 自分 が 調 べ た観 点 だ け に と らわ れ る こ とな く、 他 の観 点 か

らの考 え方 を取 り入 れ た記 述 が見 られ た。 この こ とか ら、 さ ま ざ ま な観 点 か ら歴 史 的事

象 を と らえ るた め の話 し合 い 活動 を 行 う こ と に よ って 、 歴 史 的 事 象 を多 角 的 に考 え よ う

とす る能 力 や態 度 を培 う こ とが で き る と言 え る。 ま た、 話 し合 い活 動 にっ い て、 あ る生

徒 は次 の よ うに述 べ て い る。

「この8時 間 の学 習 の 中 で、 私 は討 論 が いか に大 事 か とい うこ とが わか りま した。

3人 い れ ば3通 りの 考 え が 生 まれ ます 。1人 で いつ まで も考 え て い た って 出 て くる

数 は少 な い と思 い ま す。 た くさん の 人 た ちが い るか ら新 しい考 え が生 ま れ ま す。 私

と は別 の 見方 か ら考 え た人 、 同 じ視 点 で も違 う考 え を持 つ 人 、 い ろ い ろ い る と思 い

ま す。 そ れ に、 他 人 の 発 表 に対 して 意 見 を言 うこ と も大 切 だ と思 い ま す。」

(2)今 後 の取 り組 む べ き課 題

ア 生徒 に提 示 した課 題 シー トは、 一 人 ひ と りの資 料 が異 な るた め に、 そ の収 集 ・作 成 の

た め に は、 余 裕 を も った 準 備 の ため の 時 間 を あ らた め て確 保 して お く必 要 が あ る。

イ 課 題 シー トの 内容 は、 取 り上 げ る資 料 と と もに、 具 体 的 に課 題 の 本 質 に迫 れ る よ うな

設 問 を検 討 す る必 要 が あ る。

ウ 話 し合 い 活動 を 活 発 に させ る ため に は、 論 点 が 明 確 で具 体 的 な論 題 を工 夫 す る必 要 が

あ る。

エ 調 査 ・話 し合 い活動 と い う授 業 形 態 を成 立 させ る た め に、 生 徒 が 身 にっ けて お くべ き

基 礎 的 な知 識 や 能 力 と は何 か を 明 らか にす る必 要 を感 じ る。

オ 多 角 的 な 見 方 に基 づ いて 主 体 的 に判 断 す る力 を育 成 す るた め に は 、1っ の 単 元 だ け の

学 習 で は不 十 分 で あ り、 同 じよ うな形 態 で 継 続 的 に授 業 を行 って い く必 要 が あ る。
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